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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

【全産業平均ＤＩ】　※ＤＩ(景況判断指数)＝（良い割合）－（悪い割合） ※従業員＝（不足）－（過剰）

２０２２年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

２０２３年
5月

売上 ▲ 3.9 5.9 ▲ 2.9 ▲ 14.0 4.9 4.6 8.0 ▲ 1.0 ▲ 8.9 ▲ 13.6 13.9 11.0 15.5 ⇗
採算 ▲ 16.4 ▲ 28.7 ▲ 23.1 ▲ 34.0 ▲ 30.4 ▲ 15.7 ▲ 8.0 ▲ 23.5 ▲ 18.8 ▲ 24.3 ▲ 13.9 ▲ 14.0 ▲ 4.6 ⇗
業況 ▲ 7.7 ▲ 7.9 ▲ 13.5 ▲ 28.0 ▲ 16.7 ▲ 6.5 ▲ 6.0 ▲ 21.6 ▲ 17.8 ▲ 14.6 ▲ 8.9 ▲ 8.0 10.9 ⇗

仕入単価 ▲ 85.1 ▲ 83.2 ▲ 88.0 ▲ 85.0 ▲ 82.8 ▲ 86.1 ▲ 85.5 ▲ 81.9 ▲ 79.7 ▲ 83.0 ▲ 83.2 ▲ 74.5 ▲ 74.1 ⇗
* 従業員 14.4 14.9 21.2 19.0 16.7 23.2 28.0 29.4 24.8 28.2 31.7 32.0 35.5 ⇗

向こう３か月間の先行き見通し

3月
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・見通しが改善したDI値：売上8.1ポイント、業況9.8ポイント
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・マイナス幅が減少したDI値：採算9.4ポイント、仕入単価0.4ポイント

　「業況」のDI値は、5か月連続で改善し、前月比18.9ポイントの大幅アップ。2021年
12月以来16か月ぶりにプラスに転じた。また「採算」も9.4ポイント上昇している。先
行き見通しにおいても「業況」で9.8ポイント、「売上」で8.1ポイントそれぞれ上昇
し、改善の動きが急激と言える。
　コメントでは、依然として原材料費等の高騰と人手不足に苦しんでいる回答もある
が、新型コロナの５類への引き下げにより回復傾向とする声が多い。

【5月の概要】
          　 業況判断DIは全ての項目が前月比プラスで推移、特に「業況」が急上昇
　　　 　　　物価高騰・人手不足の解消と、コロナ５類引き下げ後の持ち直しにも期待

採算 業況 仕入単価 従業員

・プラス幅が増加したDI値：売上4.5ポイント、従業員3.5ポイント（人手不足局面へ）

・マイナスからプラスに転じたDI値：業況18.9ポイント

▲ 16.8 ▲ 18.8 ▲ 55.5 32.7
1.0 ▲ 6.0 ▲ 8.0 ▲ 42.0 28.0

▲ 7.3 1.8 ▲ 48.2 31.8

【 業 界 か ら 寄 せ ら れ た 主 な コ メ ン ト 】

・見通しが悪化したDI値：採算▲1.3ポイント、仕入単価▲6.2ポイント、従業員3.8ポイント（人手不足局面へ）
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イベント需要が戻りつつあるが、企業統合・廃業、原材料高騰等、紙需要はコロナ前には戻らないと思われる。

５類引下げにより外食産業や外国人観光客増加による宿泊施設での需要増が期待される。

製
造
業

卸
売
業

資材の値上げや、納期長期化が続いている。難しい舵取りを迫られている。

港 湾 工 事 船舶の燃料費は高騰したが、工事単価が変わらないため、業績悪化、売上減少。

仕入単価上昇及び昇給による人件費増加で採算は悪化している。

公共資材卸の為、工事発注件数減少と工期繰延増が重なり、受注少なく厳しい。

５類引下げによりまつりやイベント開催に伴う見積依頼が増えており、良い傾向。
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需要は増えると見込まれるが、人手不足が依然として解消できず、受注を見送るケースが顕著となっている。

５類移行とともに好転し、順調に推移している。

イベント、結婚式、夜の飲食において回復に向かっている様子。
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早期景気観測調査 新潟商工会議所管内 5月分


